
厚生労働省

健康・生活衛生局長

大坪寛子殿

人口減少・少子高齢化のさらなる進展、療養の場の地域への移行、地域共生社会の実現

や、度重なる健康危機への体制強化等において、自治体保健師に求められる役割は拡大し、
その業務は年々増大・高度化しています。

保健師への期待や二ーズが高まる一方で、生産年齢人口の減少が進む2040年を見据える

と、更に人材確保は困難を極めることも予測され、保健師の確保や就業後の定着支援は喫緊
の課題です。

また、社会の変化や高度化する業務に各保健師が対応し、役割発揮するためには、資質の

向上が急務です。自治体保健師の人材育成の取組を強化することは、保健師の確保や定着

に関する課題解決にも寄与するものです。しかしながら、自治体保健師の育成において全

国的に均一に体帋井薄築が図られているとは言えない状況です。

令和7年度、厚生労働省「2040年を見据えた保健師活動のあり方に関する検討会」のとりま

とめにおいても、保健師活動の体制整備において「人材確保・育成計画の策定による着実な

人材の確保・育成」の必要性が明記されており、各自治体における保健師の人材確保・定着

に資する人材育成の取組を強化するために必要な予算の確保が求められます。

また、統括保健師は、保健師の人材確保・育成・定着の推進においても重要な役割を担っ

ていますが、保健所設置市を除く市町村において、その配置状況は約 7 割であり、都道府県

ごとに明らかな差があります。全市町村における統括保健師の配置の実現に向け、組織として

統括保健師を配置するよう首長へ働きかける等、実効性を高めるための対策が必要です。併

せて各自治体における統括保健師育成のための予算の確保も求められます。

令和 9年度予算案等の編成にあたっては、以下の事項にっきまして政策の推進並びに予

算等の確保について、格別のご高配を賜りますよう要望します。

令和9年度予算・政策に関する要望書
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1.自治体保健師の人材育成に係る予算の確保及び市町村統括保健師の配置促進

要望事項
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